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１．件名：検査制度見直しに関する関西電力株式会社との試運用に関する面談 

 

２．日時：令和元年１０月４日（金）１５：１０～１５：３０ 

 

３．場所：関西電力株式会社 美浜発電所 事務本館３階 第３・第４会議室 

 

４．出席者 

原子力規制庁 

美浜原子力規制事務所 馬場所長、末神原子力運転検査官 

関西電力株式会社  

美浜発電所 運営統括長 他４名 

 

５．要旨 

（１）４月１日から開始している関西電力株式会社（以下「関西電力」という。）美浜

発電所での新検査制度の試運用について、原子力規制庁から、配布資料（１）に基

づき、日常検査に係るこの四半期の検査報告書案の概要を説明したうえで、原子力

規制庁と関西電力とで、意見交換を以下のとおり行った。 

 

（２）関西電力から、従来の保安検査に直接対応していなかった現場の人員に対するイ

ンタビュー等では、不慣れであり、また、緊張のため対応に不具合が生じる可能性

があるので、慣熟のため試運用期間中に機会を設ける必要がある旨発言があり、原

子力規制庁から、現在までのところ対応に不具合が生じたことがないこと及び双方

の慣熟のため積極的に機会を設ける旨を伝えた。 

 

（３）関西電力から、今後、パフォーマンス指標の検証のガイドに核物質防護（ＰＰ）

関連の項目が追加される件について、具体的な内容に関する質問があり、原子力規

制庁から、現状は検討段階であり、具体的な内容はまだ決定していない旨を伝えた。 

 

（４）新検査制度をより有意義なものとするために、原子力規制庁、関西電力双方にお

いて、今後ともコミュニケーションを図りながら試運用を進めていくとの認識を共

有した。 

 

６．配布資料 

（１）関西電力株式会社美浜発電所 令和元年度（第２四半期） 原子力規制検査報告

書（案） 

 


